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一般社団法人日本精神科看護協会　倫理審査用　研究倫理チェックリスト

提出日　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日
	研究全般に渡る倫理の基本的な考え方

	□
	人権の配慮がなされ、個人の尊厳および自由意思の尊重について記載されている

	□
	研究対象者（以下、対象者）の依頼に強制力が働いていない

	□
	個人のプライバシーは守られている

	□
	対象者へ研究内容が適切に伝えられ、理解を求めた上での同意（ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞｺﾝｾﾝﾄ）を得ている。また、必要に応じて代諾者の同意を得る方法、あるいはオプトアウトの実施（理由、方法、内容）が記されている。

	□
	安全に対する配慮がされている

	□
	取り組もうと思っている研究にかかわる先行文献の検討を行い、研究の意義などを吟味している

	研究計画書

	□
	テーマ：内容を適切に表現している

	□
	研究の目的背景： この研究により何を明らかにしたいのか明確である
研究の意義が明確である

	□
	研究の方法：　研究目的、目標達成のために妥当である
対象者は適切である
データの収集方法および手順が示してある
データの分析方法は妥当である

	□
	倫理的配慮：個人が特定されないよう配慮してある
対象者（代諾者）から研究実施ならびに発表に関する自由意思による承諾が得られている
[bookmark: _GoBack]説明書・同意書を作成している　　※作成した説明書・同意書は必ず提出すること
対象者に不利益が生じないよう、心身の負担、経済的負担に配慮がなされている

	利益相反

	□
	研究課題に関係のある企業などがある場合、その関係を開示し、ない場合その旨を記載している

	□
	関係のある企業などとの研究においてバイアスがかかりにくい状況になっている



